
大阪府営堺戎島住宅の耐震改修 
「大規模共同住宅のＰＣアウトフレーム工法による耐震補強」 
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１． はじめに 

 

 大阪府営堺戎島住宅は大阪府堺市北西部の南海本線堺駅から徒歩５分に位置する。面積約 34,550 ㎡

の敷地に１号棟から５号棟及び集会所等の建物が建設されている。ここでは、１号棟と２号棟の耐震

改修について紹介する。 

 耐震改修の主な特徴は次のとおりである。 

・住みながらの工事である。 

・プレキャストプレストレスト鉄筋コンクリート（以下ＰＣａＰＣ）造部材を用いたアウトフレーム

工法による補強である。 

・補強構面数が１号棟、２号棟合わせて５４８構面と大規模である。 

 

２． 建物概要 

 

建物名称：大阪府営堺戎島住宅１号棟、２号棟     

建築場所：大阪府堺市堺区戎島町一丁 

用  途：共同住宅、３９２戸（１号棟、２号棟合わ    

せて） 

竣  工：昭和４５年 

建築面積：１，８６７㎡（１号棟、２号棟合わせて） 

延床面積：２１，７３５㎡（１号棟、２号棟合わせて） 

階  数：１４階建 

軒  高：３７．７ｍ 

高高さ：４１．８１ｍ                       配置図 



構造種別 ：鉄骨鉄筋コンクリート造（８階から上部は鉄筋コンクリート造） 

基  礎 ：場所打ち鉄筋コンクリート杭支持による独立基礎 

鉄骨形状 ：柱に内蔵されている鉄骨はＸ方向（桁行）にＨ形に配置されておりフランジはＣＴ形鋼、

ウエブは３階までの主要な柱がフルウエブ、４階～７階が格子となっている。梁はフラン

ジがＣＴ形鋼又は山形鋼でウエブはＸ方向がフルウエブ又はラチス形式で、Ｙ方向（梁間）

は格子となっている。 

特  徴 ：1号棟と２号棟はほぼ対称形で４箇所の渡り廊下で連結されている。Ｅｘｐ．Ｊは設けら

れていないが、構造的には２棟の建物として扱っている。 

 

３． 既存建物の耐震診断結果概要 

 

既存建物のコンクリート設計基準強度は１階～５階が２０．６Ｎ／ｍｍP

2
P（普通コンクリート）６階

から１４階が１７．６Ｎ／ｍｍP

2
P（軽量コンクリート）であった。コアコンクリートの強度は２号棟の

８階を除きすべて設計基準強度を上回っていた。既存建物の３次診断の結果を表．１に示す。 

 

Ｉｓ CTUSD 判定 Ｉｓ CTUSD 判定 Ｉｓ CTUSD 判定 Ｉｓ CTUSD 判定

14 0.53 0.69 NG 0.76 0.80 OK 0.49 0.64 NG 0.70 0.74 OK

13 0.35 0.26 NG 0.52 0.42 NG 0.33 0.25 NG 0.49 0.39 NG

12 0.26 0.28 NG 0.50 0.41 NG 0.26 0.27 NG 0.47 0.39 NG

11 0.24 0.18 NG 0.49 0.40 NG 0.23 0.17 NG 0.48 0.39 NG

10 0.21 0.15 NG 0.49 0.40 NG 0.21 0.15 NG 0.47 0.39 NG

9 0.20 0.15 NG 0.48 0.40 NG 0.19 0.20 NG 0.47 0.39 NG

8 0.20 0.15 NG 0.48 0.39 NG 0.18 0.19 NG 0.47 0.39 NG

7 0.39 0.33 NG 0.58 0.48 NG 0.38 0.31 NG 0.57 0.47 NG

6 0.39 0.32 NG 0.58 0.48 NG 0.38 0.31 NG 0.58 0.48 NG

5 0.38 0.31 NG 0.55 0.45 NG 0.37 0.30 NG 0.55 0.45 NG

4 0.43 0.36 NG 0.54 0.45 NG 0.43 0.36 NG 0.54 0.45 NG

3 0.48 0.40 NG 0.54 0.45 NG 0.48 0.40 NG 0.54 0.45 NG

2 0.49 0.40 NG 0.54 0.45 NG 0.49 0.41 NG 0.54 0.45 NG

1 0.54 0.57 NG 0.48 0.51 NG 0.55 0.45 NG 0.49 0.51 NG

階

表.1

１号棟 ２号棟

X方向（桁行） Y方向（梁間） X方向（桁行） Y方向（梁間）

 

診断の結果、ＸＹ方向とも所要の耐震性能を満足せず、「耐震性に疑問あり」となった。 

 Is 及び CTUSDの目標値 

 Is≧0.6 

 CTUSD≧0.3（RC 造の部分） 

 CTUSD≧0.28（SRC 造の部分） 

 

 

 

 

 



４． 補強設計概要 

 

 建物の構造的特徴は、Ｘ方向（桁行）はせん断梁支配型柱が主であるが、強度、靭性とも乏しい。

また、Ｙ方向（梁間）はせん断壁が主たる耐震要素であるが、これも強度、靭性とも乏しい結果とな

った。補強設計は住みながらの工事であること、斜材はできるだけ避けたい等の条件を考慮して、Ｘ

方向はＰＣａＰＣによるアウトフレームをバルコニー側に設け、Ｙ方向には、外部に面する耐震壁の

増し打ち及びアウトフレームと既存建物の間に壁を設けることで、ＸＹ方向とも強度型の補強とした。

アウトフレームは柱断面９００×８００、梁断面６００×７７０及び６００×９５０、コンクリート

強度を６０Ｎ／ｍｍP

2
Pとしている。新設壁は１～２階が厚さ４００ｍｍ、３～８階が３００ｍｍ、９～

１４階が２５０ｍｍ、増し打ち壁は厚さ３００ｍｍとした。また、アウトフレームの下部に径１００

０～１４００ｍｍ（拡底部１６００～１８００ｍｍ）の場所打ち杭（杭長２４．１ｍ）を設けた。廊

下側は中央部の渡り廊下下部にＢＨ工法による場所打ち杭（径８００ｍｍ）と１号棟と２号棟を結ぶ

基礎梁を設け、基礎の補強を行った。 

 以上の補強の結果、３次診断において各階、各方向とも所要の耐震性能を満足出来た。Ｘ方向では

アウトフレームの曲げ梁支配型柱の耐力が追加され、耐震性能が向上している。既存部材の変形能力

を考慮し補強後の限界の靭性指標は１．２７としている。アウトフレームの負担せん断力の保有水平

耐力に対する割合はおよそ４５～６５％程度だった。Ｙ方向では補強後の主たる耐震要素は曲げ壁と

なり耐震性能が向上した。また、荷重増分法による解析を行い、既存及び新設の各部材の破壊性状、

変形能力等が３次診断の結果と大きく変わらないことを確認し、安全性の検証を行なっている。 

診断結果を表．２に示す。また、補強後の基準階平面図,東立面図,平面・断面詳細図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｉｓ CTUSD 判定 Ｉｓ CTUSD 判定 Ｉｓ CTUSD 判定 Ｉｓ CTUSD 判定

14 0.95 1.00 OK 0.69 0.34 OK 0.87 0.91 OK 0.62 0.31 OK

13 0.81 0.65 OK 0.68 0.35 OK 0.77 0.62 OK 0.64 0.33 OK

12 0.73 0.59 OK 0.71 0.37 OK 0.71 0.57 OK 0.69 0.36 OK

11 0.75 0.62 OK 0.69 0.36 OK 0.73 0.60 OK 0.68 0.35 OK

10 0.77 0.63 OK 0.71 0.37 OK 0.76 0.62 OK 0.70 0.36 OK

9 0.69 0.57 OK 0.70 0.36 OK 0.66 0.54 OK 0.68 0.35 OK

8 0.64 0.53 OK 0.72 0.38 OK 0.62 0.51 OK 0.70 0.37 OK

7 0.76 0.63 OK 0.71 0.37 OK 0.75 0.62 OK 0.71 0.37 OK

6 0.77 0.64 OK 0.70 0.36 OK 0.77 0.64 OK 0.70 0.36 OK

5 0.72 0.60 OK 0.70 0.36 OK 0.72 0.60 OK 0.70 0.36 OK

4 0.74 0.61 OK 0.68 0.35 OK 0.74 0.61 OK 0.68 0.35 OK

3 0.75 0.62 OK 0.67 0.35 OK 0.75 0.62 OK 0.67 0.35 OK

2 0.74 0.61 OK 0.68 0.35 OK 0.74 0.61 OK 0.67 0.35 OK

1 0.68 0.72 OK 0.68 0.35 OK 0.68 0.72 OK 0.68 0.35 OK

表.2

階

１号棟 ２号棟

X方向（桁行） Y方向（梁間） X方向（桁行） Y方向（梁間）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補強後基準階平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補強後東立面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平面・断面詳細図 
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５． 工事概要 

１）一般事項 

工事名称   大阪府営堺戎島住宅第 1期耐震改修工事 

発注者    大阪府 住宅まちづくり部 

設計     大阪府 住宅まちづくり部 

株式会社 日総建 

監理     大阪府住宅供給公社 工事監理部 監理調整課 

施工     志眞・森長特定建設工事共同企業体 

ＰＣ工事   株式会社 建研 大阪支店 

工期     平成 21 年 6 月 1日～平成 22 年 12 月 24 日 

ＰＣ工期   平成 22 年 2 月～平成 22 年 7 月（約６カ月） 

 

２）施工計画 

本工事はＰＣ部材を用いた、架構長さ 90ｍ、 高高さ 41.8ｍ（14 層）、東西 2 面の補強構面を持つ

耐震補強工事である。住みながら施工であるため、敷地・搬入・施工中の作業員および住民の動線に

制約が生じる。また１日の作業時間（実働 7 時間）に制限があり、土・日・祝日作業は基本的に行っ

ていない。ＰＣ揚重計画としては、80ｔ・100t のクローラークレーンを各面（2面）に 1台を配置し、

2班に分かれて各面で作業を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮設計画図
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 ３）全体工程 

全体工期は約 19 カ月で、各工事の期間は、仮設および配管等の移設工事に 4カ月、くい・基礎工事に    

6 カ月、外壁改修および本体躯体工事（ＰＣ工事）に 6カ月、仕上げ・防水工事に 3カ月程度になって

いる。下記に住民説明会用の工事工程表を示すが、基礎工事前の現地調査、設備配管・駐車場・自転

車置き場等の移設に期間を要している。また各工事期間中における電気・給排水・電話等の使用制限、

バルコニー・ＥＶ・階段等の使用制限、騒音・振動・ほこりが発生する期間について事前に把握し、

住民に十分な理解を得ることが重要になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩外構工事

④内部足場組立
　アンカー工事

7月3月 5月 12月

⑧金物取付
　吹付け
　仕上げ工事

⑤外部足場
　PCフレーム設置工事

⑦外壁改修
  避難階段前耐震壁工事

⑨足場解体工事

平成21年

8月 11月 12月9月 10月 2月 4月

⑥床コンクリート打設
　既設手摺撤去工事

②くい打ち工事

6月1月

③ＰＣフレーム基礎工事

①設備移設
　仮設工事

9月 10月 11月

　工事工程表

工 種
6月 7月

平成22年

8月

ＰＣフレーム工事

第二期屋外工事

足場組立

足場解体

外壁吹替え工事

避難階段前耐震壁工事

バルコニーの使用制限期間

バルコニー/階段/ＥＶの使用制限期間

仮囲い設置

杭打ち工事

障害物撤去

駐車場整備・配管移設工事

仮設自転車置場設置

車輌・自転車の移動

躯体工事

第一期屋外工事

１階床下廻り設備配管迂回工事

一時 電気・給排水の使用制限

配管現地調査

給排水・電話・テレビの使用制限

設備配管移設工事

窓前養生･壁面撤去･アンカー・洗濯排水移設工事

騒音/振動/ほこりが生じる期間

基礎工事

金物工事

内部足場組立

手摺撤去

外壁改修工事騒音/振動/ほこりが発生する期間

防水工事

騒音/振動/ほこりが生じる期間

バルコニーの使用制限期間



 ４）作業工程 

作業工程は、基礎・アンカー工事・ＰＣ工事・床コンクリート工事に大きく分かれ、ＰＣ工事に

付属する作業の手順を設定している。施工順序（図－1）・施工状況（写真－1・2・3）を下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－1 施工順序 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－1 後施工アンカー      写真－2 ＰＣ梁設置     写真－3 現場打ち床打設前 

 

施工状況写真 

 

 

①内部足場設置

②扉フェンス取付

アンカー打設

洗濯機の配管移設

１階～１４階

コンクリート打設

③壁面タイル撤去

ＰＣフレーム設置工事 既設手摺撤去工事アンカー工事

内部足場組立 外部足場 床コンクリート打設

④外部足場設置

⑥床コンクリート打設

⑦既設手摺撤去

⑧床上部

⑤ＰＣフレーム設置

基礎工事



６．ＰＣ接合概要                              

 既設建物から外部側 2.2ｍの位置にＰＣフレームの配置を行い、柱を階毎に分割し、梁は柱際に目地

を設けている。接合形式として、柱・梁はプレストレスにより圧着接合を行い、ＰＣ柱同士は柱の主

筋をモルタル充填式鉄筋継手により接合している。 

図－2に柱梁接合部の接合図を、写真－4・5にＰＣ柱頭主筋状況、 

上部柱の設置状況を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

写真－4 柱頭主筋状況     写真－5 柱設置状況         図－2 柱梁接合図 

 

ＰＣフレームと既設建物は、現場打ちコンクリート床・壁・梁で接合するが、採光を確保するため、

梁と床を逆梁形状として、既設バルコニーを残し、その下部に現場打ち床を打設する計画としている。

ＰＣフレームに取り合う現場打ち壁・床はＰＣ側から差筋、梁については機械式鉄筋継手とし、既設

建物側に後施工アンカー（接着系）を施工することにより、せん断力の伝達を図っている。 

接合状況を図－3に、コンクリート打設前後の状況を写真－6・7に示す。 

         

既設側     ＰＣ架構  

 

 

床部 

 

                            

                    

                              写真－6 コンクリート打設前 

 

梁部 

 

 

 

壁部 

 

 

      

図－3 接合状況               写真－7 コンクリート打設後         



７．ＰＣ工事概要 

１）サイクル工程 

ＰＣ工事を連続して行うことを条件に、他の工事が追従するものとして、サイクル工程を計画し

ている。後施工アンカー工事を先行し、平面的に工区分けにより上下作業にならないように、ＰＣ

工事の一層下で現場打ちコンクリート工事（配筋・型枠・コンクリート打設）を行い、7日間で一層

の工事を終わらせる工程としている。 

２） 施工手順 

① 基礎柱主筋配置－（写真－8） 

② ＰＣ柱・梁（住戸前面梁）建方－（写真－9・10） 

③ 柱－梁目地・先行１次緊張 

④ ＰＣ梁（階段室前面梁）建方 

⑤ 柱－梁目地・全スパン２次緊張 

⑥ 柱－柱目地・柱主筋継手部グラウト 

⑦ ＰＣ梁グラウト 

 ＰＣ部材の建方精度上の重要事項は、基礎柱の主筋とＰＣ 

柱脚部の鉄筋継手位置誤差を 5ｍｍ程度以内に施工する事     写真－8 柱主筋配置状況 

にある。基礎柱頭部に鉄製テンプレートを使用して精度の 

確保を行っている。 

３）緊張計画 

ＰＣ架構は約 90ｍと非常に長いため、プレストレス導 

入に伴うＰＣ梁の変形による柱移動が懸念される。緊張 

計画では既設建屋の柱割が、住戸スパンと階段室スパン 

に分れていることを利用している。住戸前面梁の架設・ 

先行緊張として部分緊張（1次緊張）、その後に階段室 

前面梁の架設・後緊張として全スパン緊張（2次緊張） 

とすることにより、緊張を分割してプレストレスによる 

軸変形を低減させている。写真－11 に階段室スパンの状       写真－9 ＰＣ柱建方 

況を示す。                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－11 階段室スパンの状況               写真－10 ＰＣ梁建方 

 

1次緊張ケーブル

2次緊張ケーブル用シース 

鉄製テンプレート



ＰＣ建方工区分けおよび緊張計画を下図に示す。                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．住みながら施工に対する配慮 

本工事は、耐震改修工事を行う建物内で住民が日常生活を行っているため、住民に対して施工中の

安全および生活環境に十分に配慮する事が重要になる。 

安全対策としては、作業内容・場所・時期および日常動線の制限・立入禁止区域の設定等について

各住戸に説明会・回覧・訪問を定期的に行い、十分な理解を頂いた上で施工が行われている。 

騒音に関しては、後施工アンカー工事でハイブリッド工法の使用、防音シートの設置等を行う事に

より騒音の軽減が図られている。騒音測定を行う事により、施工中に発生する騒音レベルについて、

実状を把握することも場合によっては必要になる。特にはつり工事では非常に大きな騒音になるため、

施工工区から離れた部屋を一時的な避難場所とする等の対策もとられている。 
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部分緊張 Ｐ0＝2,496 kN／梁 （12～R階）
Ｐ0＝3,495 kN／梁 （2～11階）

全スパン緊張 Ｐ0＝2,496 kN／梁 （12～R階）
Ｐ0＝3,495 kN／梁 （2～11階）

階段室スパン 階段室スパン 階段室スパン 階段室スパン 階段室スパン 階段室スパン 階段室スパン

4,675 5 ,120

2 ,355 2 ,350 2 ,350 2 ,350 2 ,350 2 ,350 2 ,355

4 ,675 4 ,675 4 ,675 4 ,500 4 ,675 4 ,6754 ,675 4 ,675 4 ,500 4 ,675 4 ,675 4 ,675

ＰＣ建方（Ａ工区） ＰＣ建方（Ｂ工区） ＰＣ建方（Ｃ工区） ＰＣ建方（Ｄ工区）

4,675

2 ,600

2 ,600

2 ,600

2 ,600

2 ,600

ＰＣフレーム長さ＝91130

2,600

2 ,600

2 ,750

5 ,120

2 ,600

2 ,600

2 ,600

2 ,600

2 ,600

2 ,750
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